
２ 実験区間周辺の物流の状況２．実験区間周辺の物流の状況

・重要港湾・拠点空港の最寄ICの大型車出入交通量重要港湾 拠点空港の最寄ICの大型車出入交通量
 
・物流事業者ヒアリング調査結果 
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物流拠点の最寄ICにおける大型車出入交通量 

 ○ 重要港湾・拠点空港の最寄ICにおける大型車の出入交通量は、約1.7倍に増加 

+0～50%

+300％以上 
酒田港、佐世保港等 

6 IC 重要港湾・拠点空港の最寄ICにおける 
車※ 交 変 +0～50%

苫小牧港、境港等 
9 IC 

+200～300% 
浜田港等 

3 IC 

        大型車※１出入交通量の変化
                                     (44IC※２合計値) 

特定重要港湾 
及び重要港湾 

33 IC

80,000  
（台/日） 

約73,000台/日 

+50～100% 
八戸港、広島港等 

9 IC 

+100～200% 
新潟港、舞鶴港等 

6 IC 

33 IC

50 000

60,000  

70,000  

大
型
車

30,000

40,000  

50,000 
約42,200台/日 

車
出
入
交
通
量

+0～50% 
新千歳空港、 
那覇空港等

+200～300% 
旭川空港

+300%以上 
秋田空港等 

3 IC 

拠点空港 
13 IC

10,000  

20,000  

30,000 

那覇空港等
7 IC 

+50～100% 

+100～200% 
新潟空港 

1 IC 

旭川空港
1 IC 

13 IC

0  
実験前 

6月22日（火） 

実験中 
6月29日（火） 

※１ 大型車とは、料金車種区分における中型車・大型車・特大車の合計をさす 
※２ 港湾と空港で対象ICが２箇所重複しているため、合計が一致しない 

大分空港 
1 IC 
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（参考） 実験区間周辺の重要港湾・拠点空港 

特定重要港湾及び重要港湾 
拠点空港（旧第一種及び旧第二種空港） 

実験区間周辺の 

深川西 

岩見沢 
下田百石 

八竜 

秋田中央 

青森港 

能代港 

船川港 

秋田港 秋田空港 新千歳空港

旭川空港 
八戸港 

沼ノ端西 

苫小牧港 

運天港 新潟空港 

新千歳空港 

酒田港 

山形空港

帯広空港 

山形北 

江津 
米
子
西 

東
出
雲 

新潟港

境港 

浜田港 

那覇港 
中城湾港 

金武湾港 

運天港

那覇空港 

山形空港

水
戸
南 

平湯 
中ノ湯 

丹波 

沓掛 

松山 

大分 

大分米良

仁保 佐世保 
中央 

川平 

穂波東 
篠栗 

古賀 
市布 

速見 

築城 

椎田 

大分港 
別府港

茨城港 呉港 

松山港

広島港 

松山空港 

舞鶴港 

佐世保港 

長崎空港 大分空港 

須走 
西富士 

富士 

津 

大分米良 

延岡南 

日奈久 

市来 

打越

相原 

別府港 

高知新港 

鹿児島港

松山港 
八代港 

川内港 

宮崎港 

佐伯港 

津久見港 

宇和島港 

須崎港 

津松阪港 

： 無料化社会実験区間

高知空港 

細島港 鹿児島空港 

鹿児島西 
鹿児島 

中土佐 

曽於弥 
五郎 

鹿児島港 

平成２１年度末時点 

宮崎空港
： 無料化社会実験区間 
： 無料で供用中区間 
： その他有料区間 
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無料化社会実験による物流拠点の動向 [舞鶴港の例] 

舞鶴西ＩＣの利用状況（中型車以上）  ○ 舞鶴港は、北東アジアやロシアとの対岸貿易の拠点               舞鶴

1,200 

（台）        また、フェリー航路のターミナル港として海の玄関口の役割 

 ○ 舞鶴西ICでは、京都府内外とも物流車両の利用が大幅に 

増加し 物流効率化に寄与

舞鶴港 
1,000 

133 

963 

北陸 

その他 

    増加し、物流効率化に寄与

舞鶴西ＩＣ綾部ＪＣＴ

舞鶴若狭自動車道 

800 
Ｉ
Ｃ
出
入
り

近畿 
（京都除く）

小浜西ＩＣ 

舞鶴西ＩＣ綾部ＪＣＴ 
600 

り
交
通
量 

435 

426 
京都府外 

（京都除く） 

200

400

381
250 

49 

京都丹波道路 

0 

200 381

113 
京都府内 

吉川ＪＣＴ 

実験前 

Ｈ22.6.23（水） 

実験中 

Ｈ22.6.30（水） 無料化社会実験区間 
 

有料区間 
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調査対象 ：無料化社会実験区間ICから50km圏内に立地し、かつ貨物の搬出のある物流関連 
事業所で 協力の得られた282箇所

実験区間周辺の物流事業者へのヒアリング調査結果概要（１） 

          事業所で、協力の得られた282箇所

調査期間 ：平成22年7月12日（月）～7月28日(水) 

１ 高速道路利用回数の変化 ２ 物流活動 の影響

  無料化社会実験により、高速道路の利用回数は 

  変化しましたか？ 

  無料化社会実験により、物流活動への影響は 

  ありましたか？ 
減少した 

1% 悪い影響
わからない 

9%

１．高速道路利用回数の変化 ２．物流活動への影響

Q. Q. 

1%

良い影響 
19% 

どちらかといえば 
悪い影響 

5% 

悪い影響
2% 

 9%

増加した 
40% 

変化なし 
59% どちらかといえば 

良い影響 
17% 

どちらとも 
いえない

＜増加した理由＞ ＜良い影響＞

N=276 N=279 

いえない
48% 

＜増加した理由＞ 
 ・以前は急ぎの時だけだったが、無料になったから、   
   利用が増えた 
 ・無料になったから、はじめて使うようになった 
 ・復路で利用するようになった  等 

＜良い影響＞
 ・時間短縮 
 ・運行回数の増加 
 ・ドライバーの疲労軽減と事故防止 
 ・混雑している市街地の回避 

 
＜減少した理由＞ 
 ・混雑時に迂回するため 
 ・混雑で時間がかかるようなったため 等 

・コスト削減  等
 
＜悪い影響＞ 
 ・混雑、渋滞で時間が読めなくなった 等 
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実験区間周辺の物流事業者へのヒアリング調査結果（２） 

３．物流コストの変化 

わからない わからない

Q.将来的には、物流コストはどのようになるとお考え   
    ですか？（※平成23年3月末までの状況を想定） 

Q.無料化社会実験により、現段階で、物流コストの 
  変化はありましたか？ 

コスト増 
1% 

7% 

コスト増 
3% 

わからない
12% 

コスト減 
36% 

変化なし 
56%

コスト減 
41% 

変化なし 
44%

N=280 N=281 

56% 44%

※ヒアリングでは、下記の物流関連経費（コスト）の変化を質問 
 

      物流関連経費：輸送費（高速料金、燃料費、ドライバーの人件費、車両費等、運送事業者への委託費や傭車費等）   
                     の他に、保管費（倉庫費）、包装費、荷役費、管理費を含む。 

＜コスト減の内容＞ 
 ・高速道路料金がかからなくなった 
 ・高速走行により燃費が向上したため、燃料代が節約できるようになった 
 ・早く運べるので残業時間が減少し、人件費が削減できた 等 
  
＜コスト増の内容＞ 
 ・交通量が増えて渋滞が起き、勤務時間が増加したため人件費が増加した 
 ・高速走行できないために燃費が悪くなり、燃料代が増加した 等 
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